
東京都内湾水生生物調査
8:31 ～ 9:14

＜調査地点＞ ＜底質状況、底生生物出現状況＞

地点名 令和2年9月2日St.31(多摩川河口） 調査年月日

※写真のスケール1目盛：1mm

大きなものでは10cm以上になる縦
長の二枚貝。砂底に縦穴を掘って
潜るが、急激な塩分の変化などの
刺激を受けると飛び出すことが知ら
れている。

北米原産の外来種で、成長すると殻

長10cmを超える。アサリ等が死滅し

てしまうような貧酸素環境にも耐性が

あり、東京湾を代表する二枚貝となっ

ている。貧酸素環境で生育したもの

は硫化物の影響で殻が黒ずむ。

底泥はほとんど1mm目合
のふるいを抜けてしまい、
貝殻片が少量残った。

アサリ（稚貝）

令和2年度 東京都内湾水生生物調査 9月底生生物調査 速報

多摩川河口から1.5km付
近の浅場で調査を行った。
水深が1m程度とやや深
いため、船上からスミス
マッキンタイヤ型の採泥
器を用いて採泥した。

殻長5cm程になる。砂質底の潮間
帯から水深20m程に生息する。殻
の色は白色から紫褐色まで変異が
多い。

St.31

東京国際空港

ホンビノスガイ

シオフキガイ

マテガイ

底質は細砂で、シルト（柔らかい泥）

はほとんど混じっていなかった。

水深が浅く、固めの細砂主体であ
るため、20kg程もあるスミスマッキ
ンタイヤ型の採泥器を使用した。

採泥状況底質の状況

潮干狩りなどで盛んに獲られている

代表的な二枚貝。東京湾のものは

形が細くて、模様のコントラストが強

いものが多い。6月調査に続き稚貝

が主体であった。
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東京都内湾水生生物調査
9:36 ～ 10:25

＜調査地点＞ ＜底質状況、底生生物出現状況＞

地点名 令和2年9月2日多摩川河口干潟 調査年月日

※写真のスケール1目盛：1mm

調査時は調査地点は干出していな

かった(水深20cm程度)。
底質は砂が主体の固めの泥であっ

た。

令和2年度 東京都内湾水生生物調査 9月底生生物調査 速報

紐型動物門

多摩川河口干潟

東京国際空港

浮島

体長2cm程になる。細長い円筒状の
体をしており、白地に褐色の斑紋が
ある。干潟の表層部に巣穴を掘って
生活する。

紐形動物門は｢ヒモムシ｣と総称され

る動物群で、文字通り、紐状の生物

であり、とてもちぎれやすい。肉食性

で生きた多毛類などを、体内に収納し

ている吻を伸ばして捕食する。

多摩川左岸側（東京都
側）の海老取川河口付
近の干潟で調査を行っ
た。

殻長4cm程になる。汽水域にのみ生
育しするため、河口域に生息するも
のは出水などの影響を受けやすい。
昨年の台風の影響からか6月の調査
では確認されなかったが、今回は2個
体が採取された。

ヤマトシジミ底質の状況

貝殻や植物片のほか、
魚の骨やゴミなど様々
な夾雑物が交じる。

ヤマトカワゴカイムロミスナフシナナフシ

汽水域の干潟に多く生息するゴカイ
で、通常は海底や泥中に生息する
が、冬季から早春にかけて活発に遊
泳し放卵放精する｢生殖群泳｣を行う。

採泥状況
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東京都内湾水生生物調査
10:30 ～ 11:20

＜調査地点＞ ＜底質状況、底生生物出現状況＞

地点名 令和2年9月2日森ヶ崎の鼻 調査年月日

※写真のスケール1目盛：1mm

ふるい上には様々な
種類の貝殻片が多数
残った。

ハンドマッキン採泥器を用いて干出
した干潟上で直接採泥を行った。底
質が締まって固いため、採泥器が
砂に食い込みにくい。

底質は固めの砂であった。

令和2年度 東京都内湾水生生物調査 9月底生生物調査 速報

羽田空港の北側に残さ
れた干潟。干潮時でも
周りは「海」に取り囲ま
れているため、岸から
歩いて入ることはでき
ない。

採泥状況

周囲を水に囲まれており、人が近
づくことがないため、カモメやカワ
ウ等多くの水鳥が羽を休めている。

殻長4cm程になる。汽水域に生息し、

河口干潟など、淡水の影響の強い、

砂底から泥底に生息する。日本産

シジミは3種類いるが、最も馴染み

深い種である。

ヤマトシジミ 紐形動物門

森ヶ崎の鼻

京浜島

砂泥干潟や浅瀬の海底に潜り、細

い糸のような鰓と触手を水中に伸

ばしていることが多い。名前の由来

は、鰓と触手を水引（祝儀袋等に用

いられる飾り）に見立てたもの。

多摩川河口干潟でも確認された紐

形動物門。ゴカイ(環形動物門)や、

ヒルやプラナリア(扁形動物門)と間

違われることもあるが、異なる動物

門である。

ミスヒキゴカイ

底質の状況
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東京都内湾水生生物調査
11:46 ～ 12:23

＜調査地点＞ ＜底質状況、底生生物出現状況＞

令和2年9月2日地点名 St.6 調査年月日

※写真のスケール1目盛：1mm

底質が柔らかいため、軽量型のグ
ラブ採泥器を使用して採泥した。
本調査では、底質や水深によって
採泥器の種類を使い分けるが、底
泥を採取するバケット部は同じ大
きさである。

底質の性状はシルトで、クリーム状で
とても柔らかい。

St.6

中央防波堤

令和2年度 東京都内湾水生生物調査 9月底生生物調査 速報

東京港フェリーターミナ
ルの正面で採泥を行っ
た。航路であるため、水
深は10mと深い。海底
付近の酸素量は
1.0mg/Lと貧酸素状態
（2.0mg/L以下※）となっ
ていた。
※出典：貧酸素水塊速報

泥臭の確認

コウロエンカワヒバリガイ（死殻） チヨノハナガイ（死殻）

東京港ﾌｪﾘｰﾀｰﾐﾅﾙ

ふるい上には、少量の
貝殻片が残った。

採取した底泥の臭気を確認すると、
硫化水素臭（腐った卵のような臭
い）がした。

本調査地点では、生体は確認できなかった。死殻が採取されたうち多かったのが、コウロエンカワヒバリガイ、ムラ
サキイガイ、チヨノハナガイである。コウロエンカワヒバリガイとムラサキイガイは、東京湾では代表的な付着生物で、
港湾の防波堤等に高密度に付着する。チヨノハナガイは、殻長1.5cm程の二枚貝で、貧酸素水塊でも酸素がある
期間に短期的に発生することが知られている。

底質の状況 採泥作業

ムラサキイガイ（死殻）
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東京都内湾水生生物調査
12:40 ～ 13:20

＜調査地点＞ ＜底質状況、底生生物出現状況＞

地点名 令和2年9月2日三枚洲（荒川河口） 調査年月日

※写真のスケール1目盛：1mm

本種も貧酸素環境に耐性を持ち、本来

殻の色は白いが、貧酸素環境では硫

化物により殻が黒ずむ。漢字では｢本

美之主貝｣と書き、｢美之主｣はヴィーナ

スの当て字でかつて本種がVenus属に

分類されていた名残である。

令和2年度 東京都内湾水生生物調査 9月底生生物調査 速報

三枚洲

東京ディスニーリゾート

シズクガイ（死殻）

殻長1.5cm程の長卵型の二枚貝。殻
の表面は平滑で白色がかった透明
である。非常に薄いため、脆く壊れ
やすい。

ふるい上には、貝殻片と
植物片が残った。

荒川と旧江戸川の河口
に残された天然の浅場。
調査時の水深は4mで
あった。
すぐ横は、東京ディズ
ニーリゾートである。

※昨年度の底質底質の状況

ホンビノスガイ チヨノハナガイ（死殻）

殻長1.5cm程の二枚貝。内湾の泥
底に生息する。殻は非常に薄いた
め、もろく壊れやすい。シズクガイ
と同所的に出現することが多い。

昨年度までの同調査地点の底質は細砂であったが、今回の底質の性状は、

6月と同様にシルト主体であった。また海底付近の酸素量は2.5mg/Lと貧酸素

の傾向(※)が見られた。昨年の台風による2度の出水の影響により、底質とと

もに生物相も変化している可能性がある。
※貧酸素状態:2.0mg/L以下 (出典：貧酸素水塊速報)
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シノブハネエラスピオ

東京湾の内湾部で多くみられる多
毛類の一種で、貧酸素環境に耐性
があり、有機汚濁指標種となってい
る。


